
待望の2023年シーズンがスタート。チームクニミツでは、今シーズンも⼭本尚貴、牧野
任祐両選⼿を擁してNo.100 STANLEY NSX-GTでSUPER GTに参戦する。4⽉15、16⽇
は両⽇ともウエットコンディションが先⾏。とくに決勝⽇は天候の急激な悪化で多くのア
クシデントが発⽣するなど極めて難しいレース展開になった。そんななか、予選8番⼿か
らスタートしたNo.100 STANLEY NSX-GTは、レース序盤にポジションアップの好⾛を
⾒せたが、最終的には12位でシーズン初戦を終えている。

RACE
DATE
CIRCUIT
WEATHER
RESULT

2023 AUTOBACS SUPER GT Round1 OKAYAMA GT 300km RACE
予選︓2023年4⽉15⽇ 決勝︓2023年4⽉16⽇
岡⼭国際サーキット（岡⼭県）
予選︓曇/ ウェット 決勝︓曇・⾬/ドライ・ウェット
公式練習︓14位 予選︓8位 決勝︓12位

◎予選⽇︓

搬⼊作業が⾏なわれた前⽇の⾦曜⽇は春の陽気に包まれ、うっすら汗ばむほどの快晴
の天気に恵まれた岡⼭。だが、予選⽇は朝から細かな⾬が降り続け、午前9時10分から
の公式練習もウェット宣⾔が出る中で幕を開けた。気温13度、路⾯温度14度というコ
ンディションで始まったセッションでは、まず⼭本尚貴選⼿がコースイン。すぐに⾬
量が増えて本降りの⾬へと変わったが、開始から30分を過ぎたころには、モス”S”で
コースアウトした1台の⾞両がタイヤバリアに激突。そのまま横向きに⾞両が回転して
着地するという⼤きなアクシデントが発⽣した。これを受け、セッションは⾚旗が提
⽰され、⼀時中断に。⾞両回収が終わると午前10時10分にセッションが再開、のち⼭
本選⼿から牧野選⼿へと交代した。



その後も⾬は降り続き、コースアウトする⾞両が続出。結果、午前10時34分には天候
悪化による⾚旗中断となり、そのままセッションが終了する。No.100 STANLEY 
NSX-GTのベストタイムは序盤に⼭本選⼿がマークした1分37秒839となり、14番⼿
となった。

なお、午後からも⾬は降り続く可能性が⾼いことから、公式予選は当初の予定より⾛
⾏時間を各5分延⻑して実施されることになる。これを受け、GT500のQ1予選は午後
2時43分スタートへと変更された。だが、これに先⽴って⾏なわれたGT300の予選
セッションで⾚旗中断となったことから、開始時間が遅延。午後2時53分のスタート
となる。

幸い、⾬は⼩康状態となり、路⾯コンディションは回復。気温14度、路⾯温度15度と
朝の公式練習とほぼ同じ状況でセッションが始まると、牧野選⼿がコースへと向かう。
セッション中盤、タイヤが温まるとベストタイムを更新、残り4分の時点で1分29秒
940と真っ先に29秒台のタイムをマークし、トップに⽴った。このあと、ライバルた
ちもタイムアップしてトップ争いが展開されると、牧野選⼿もさらにペースを上げて
アタック。1分29秒812までタイムを縮め、2番⼿でセッションを終了した。

⼿応えあるアタックを⾒せたNo.100 STANLEY NSX-GT。午後3時41分からのQ2で
は、⼭本選⼿がアタックに臨んだ。⾜元には浅溝のウェットタイヤを装着してタイヤ
を熱を⼊れていくも、思うように発動しない。その中でも⼭本選⼿は時間のある限り
アタックのチャンスを伺い、1分31秒717をマーク。結果、翌⽇の決勝は8番⼿からス
タートを切ることになった。

「Q1を⾒た感じだと牧野選⼿がかなり頑張ってくれていたので、いけるかなと思った
のですが”⼒及ばず”でした。明⽇はベストを尽くしたい」と⼭本選⼿が決勝での健闘
を誓うと、Q1で躍進した牧野選⼿は「朝の状況からするQ1突破は厳しいかと思っ
た」という。「決勝ではいいレースができるようにしっかりと追い上げたい」と意欲
を⾒せた。



◎決勝⽇︓

天気予報によると、決勝⽇の天気はほぼ晴れとのこと。ただ途中に降⾬の可能性もあ
るため、不安定な天候に負けないような戦いを⾒せ、上位⼊賞を⽬指すのは⾔うまで
もない。

だが、レース開始直前になると天候が急変。岡⼭県警のパトカーによるパレードラ
ンが始まる頃には上空がすっかりと曇天へと変わり、冷たい⾵が吹き付け、さらに
はパラパラと⾬が落ち始める。

予選⽇の夜遅くには⾬も上がり、決勝⽇の朝を迎えた岡⼭国際サーキットの上空には
⻘空が広がった。正午に始まったウォームアップ⾛⾏時の気温は18度、路⾯温度は
24度へと上昇。開幕戦のオープニングセレモニーやスタート進⾏中も春の穏やかな
陽気に包まれ、スタンドに詰めかけたファンの皆さんにとっても、観戦⽇和の⼀⽇に
なるかと思われた。



午後1時30分、パレードランに続いてフォーメーションラップを経て82周のレースがス
タート。No.100 STANLEY NSX-GTのスタートドライバーを務める牧野選⼿は、絶妙
なスタートダッシュを決めてポジションアップに成功。⽂句なしのパフォーマンスで予
選8番⼿スタートから4番⼿へと⼀気に浮上すると、3周⽬にはバックストレートで前⽅
⾞両を仕留め、3番⼿に。その勢いで2番⼿にも迫る⾛りを⾒せた。そんな中、上空から
⾬が落ち始め、⾛⾏中の⾞両もワイパーを動かすようになる。瞬く間にウェットコン
ディションとなり、⾜元をすくわれたGT300の⾞両が1コーナーでコースアウトしたた
め、レースは16周⽬にFCY（フルコースイエロー）が導⼊された。

⼀⽅、ほぼ同じタイミングで牧野選⼿はタイヤ交換を⾏なうべく、ピットイン。
その後コース上では2台の⾞両にトラブルが発⽣したことで、FCYからセーフティカー
（SC）ランへと切り替わる。激しい⾬は雹が混ざるなど荒れた状況で周回が続いたが、
ピットレーンオープンを機に他⾞がタイヤ交換のためにピットへと戻り、
ひと⾜先に作業を済ませていたNo.100 STANLEY NSX-GTは20周を終えてトップに浮
上する。ほどなくして上空には再び⻘空が顔を出し、コンディションも緩やかに回復。
すると、トップを⾛る牧野選⼿と後続⾞両との攻防戦が激しくなり、28周⽬のバックス
トレートエンドで36号⾞ Supraの先⾏を許してしまう。装着するタイヤと路⾯コン
ディションの関係もあり、その後も防戦が続き、4位で周回を重ねることとなった。



⼭本選⼿へとスイッチした後も、レースは再び降り始めた⾬の影響でコースアウトす
る⾞両やアクシデントが続出。FCYの導⼊やSCラン、さらには近隣で落雷があったこ
とを受け、安全確保のために55周⽬の時点で⾚旗が提⽰され、⼀旦中断となる。およ
そ20分後にSC先導でレースは再開、No.100 STANLEY NSX-GTもまた、タイヤ交換
のためにピットインした。しかしそれから20分もしないうちに2度⽬の⾚旗が提⽰さ
れ、またもレースは中断。午後4時20分にレース再開となったが、5分も経たないうち
に3度⽬の⾚旗となり、62周を⾛り終えたことから、これをもってレースは⾚旗終了
という形が取られた。

⾬に翻弄され、まともに戦える状況とは⾔い難い⼀戦となった岡⼭⼤会。No.100 
STANLEY NSX-GTが持つポテンシャルを存分に発揮できないまま、悔しい12位フィ
ニッシュとなってしまった。この悔しさは、第2戦富⼠での戦いにぶつけるしかない。
事前の公式テストは⾬となり、ドライコンディションでのデータ収集は存分とは⾔え
ないが、それはライバル勢も同じこと。既存のデータとレースウィーク中の迅速な対
応によってクレバーな戦いを⽬指したい。

だがその⽮先、35周を⾛⾏中に、16周⽬で⾏なったピットインが「FCY中のピットイ
ン」と判定され、60秒のペナルティストップが課せられる。これを受け、チームでは
即座に対応。ペナルティを消化したが、ポジションは15位へと⼤きく下がり、そのま
ま37周⽬にルーティンのピット作業を迎え、タイヤもライバルに先んじてスリックへ
と交換した。



◎⼭本尚貴選⼿

COMMENT FROM TEAM

現地で観戦してくださった皆さん、⾬の
中、応援ありがとうございました。今回
は残念な結果になりましたが、レースで
は牧野（任祐）選⼿がすばらしいスター
トダッシュを決めてくれて、3番⼿まで
上げてくれたので⾒ていて興奮しました。
そのあとは天候に左右されたことや、
FCYとピットインのタイミングが重なり、
残念ながらペナルティを受けることにな
りました。

◎⼩島⼀浩監督
ドライバーふたり、エンジニア・メカ
ニックたちがすごくいい仕事をして、序
盤には⾒せ場も作ってくれました。そん
な中、FCY中のピットインと判定され、
ペナルティを受けることになりました。
結果的にレースではポイント獲得もでき
なくなってしまいました。今⼤会を踏ま
え、チームスタッフみんなと⾒直しを⾏
ない、次の富⼠戦に全⼒で臨みたいと思
います。引き続き応援をよろしくお願い
します。

反省すべき点は多々ありましたが、いいパフォーマンスを⾒せられた場⾯もあったので、
引き続きチームと反省を重ね、次の富⼠に向けて⽴て直しを図りたいと思います。第2戦
も応援よろしくお願いします。

FCYを確認できておらず、ピットインし
たためにチームとファンの皆さんには本
当に申し訳ないことをしました。ペナル
ティを受けることになり、その時点で戦
線離脱となりました。次の富⼠ではこの
悔しさをぶつけて頑張っていきます。次
戦も応援してください。

◎牧野任祐選⼿


